
頼
成
地
区
の
中
心
施
設
い
か
る

ぎ
館
の
前
庭
舗
装
工
事
が
８
月
初

旬
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
頼
成

地
区
と
し
て
は
先
日
始
ま
っ
た
林

神
社
拝
殿
屋
根
葺
替
え
工
事
に
続

く
大
き
な
事
業
で
す
。

工
事
費
は
当
初
予
算
額
で
約
３

０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
工
事
の
施
工
は
佐
藤
渡
辺
。

８
月
中
に
は
完
工
す
る
予
定
で

す
。
頼
成
地
区
で
こ
の
よ
う
な
大

″
き
な
事
業
が
地
区
民
に
あ
ま
り

一
大
き
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
無
く

進
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
平
成
１

９
年
か
ら
５
年
計
画
で
始
ま
っ
た

農
地

・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
い

る
か
ら
で
す
が
、
平
成
２
３
年
度
か
ら
こ
の
事
業
に
加

え
て
、
地
域
の
向
上
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
名
日
で

向
こ
う
５
年
間
に
わ
た
る
新
た
な
交
付
金
事
業
が
始
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
頼
成
で
は
引
き
続
き
こ
の
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
こ
の
種
の
事
業

を
進
め
る
に
は
地
区
民
の
理
解

・
協
力
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
き
わ
め
て
煩
雑
な
手
続
き
や
事
務
も
必
要

で
、
市
内
で
６
１
あ
っ
た
取
組
地
区
の
う
ち
２
３
年
度
か

ら
の
事
業
に
も
取
り
組
む
地
区
は
わ
ず
か
１
３
地
区
に

減
少
し
ま
し
た
。
苦
労
を
い
と
わ
ず
地
区
の
生
活
環
境

向
上
の
た
め
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
委
員
長
は
じ
め

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
区
内

一
斉
清
掃
奉
仕

老
若
男
女
力
あ
わ
せ
て

３
０
度
以
上
の
真
夏
日
が

続
く
８
月
４
日
、
朝
６
時
か

ら
地
区
内

一
斉
の
草
苅
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
奉

仕
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
地
区
民
総
出
で
近
辺

い
ま
し
た
。
般
若
改
善
セ
ン
タ

ー
の
清
掃
も
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
当
会
役
員
の
方
々
が
作
業

に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

林
扶
三
子
さ
ん
宅
の鉄
砲
百
合

純
潔
、
威
厳
、
無
垢
な
ど
の

花
言
葉
を
持
ち
、
日
本
で
は
霊

前
に
添
え
る
花
と
し
て
好
ま
れ

る
テ
ッ
ポ
ウ
ュ
リ
で
す
が
、
こ

の
ほ
ど
善
導
の
林
扶
三
子
さ
ん

宅
で
、
１
本
の
茎
か
ら
３
５
も

お
見
事
‐　
・茎
３５花

の
花
雷
を
つ
け
た
テ
ッ
ポ
ウ
ュ
リ
が
咲
き
始
め
ま
し

た
。
す
べ
て
咲
き
揃
う
に
は
も
う
数
日
か
か
り
そ
う
で

す
が
、
切
り
花
と
な
っ
て
い
る
の
で
満
開
の
花
姿
が
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
楽
し
み
で
す
。

恒
例
の
秋
の
交

通
安
全
運
動
が
今

年
も
９
月
２
１
日

（金
）
か
ら
３
０

日

（日
）
ま
で
の

１
０
日
間
実
施
さ

れ
ま
す
。

例
年
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
重
大
事
故
に
繋
が
る
お
そ
れ

の
あ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
，
歩
行
中

・

自
転
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
，

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
使
用
率
が
い
ま
だ
低
調
で
あ
る
こ
と
，
重
大
事

故
の
原
因
と
な
る
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
，
今
年

は
次
の
３
点
が
全
国
重
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

（１
）
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

（特
に
，
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の

推
進
及
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

（２
）
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

（３
）
飲
酒
運
転
の
根
絶

最
近
の
交
通
違
反
の
罰
金
の
相
場

◆
無
免
許
運
転
　
Ｎｏ
～
８
万
円
　
◆
酒
気
帯
び
運
転

８
～
８
万
円
　
◆
酒
酔
い
運
転
　
σ
ｏ
～
８
ｏ
万
円
　
◆

速
度
超
過

・
冨
♀
ヨ
超
～
器
３
未
満
」
ａ
～
ｏ
万
円
　
・

「ふ
３
超
～
８
５
未
満
」
「
～
∞
万
円
　
ｏ
「
実
ヨ
超
～
」

８
万
円
以
上
　
（資
料
の
出
所

運
転
免
許
総
〈□案
内
所
Ｈ
こ

い
フ生〕ヽ
る
ぎ
館

日IJ

庭
舗
装

事
始
ま
る

行 をどない拾 ミゴや草除の

秋
の
変
覇

安
全

覆

動
が
ぼま
じ
ま
り
ま
す

な
静
の
者

ナ
ツ
メ
ロ
に
潔
”
へも
ビ
る
夜

よ́
か
な

疼
　
春
月
子

輝 膚 丼 轟



ベ
タ
ン
ク
コ
ー
ト

の
整
地
に
汗
流
す

８
月
１
１
日
と
２

５
日
の
午
後
、
光
寿

会
役
員
や
ベ
タ
ン
ク

愛
好
者
２
０
人
余
り

が
い
か
る
ぎ
館
裏
庭

の
整
地
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

表
層
の
土
砂
の
流

失
で
南
側
に
向
け
て

傾
斜
が
強
く
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ブ
ロ

ツ
ク
を
埋
め
込
み
土

や
バ
ラ
ス
を
入
れ
て

す
つ
き
り
と
整
地
さ

れ
ま
し
た
。

ら
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
症

状
を
和
ら
げ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「ひ
だ
ま
り

絆
」
が
、
８
月
か
ら
頼
成
と
権
正
寺
境

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
１
ュ
ニ
ッ
ト

９
人
、
２
ユ
ニ
ッ
ト
ー
８
人
の
定
員

で
、
規
模
と
し
て
は
先
に
オ
ー
プ
ン
し

た
三
輪
病
院
の
庄
の
里
と
同
規
模
に
な

り
ま
す
。 庄東に新しいグル

‐プホ
‥ムひ
だ
ま
り
絆

頼
成
権
正
寺
境
に

介
護
の
必
要
な

認
知
症
の
高
齢
者

が
小
人
数
で
介
護

ス
タ
ツ
フ
と
共
同

生
活
を
営
み
な
が

|
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第 9回 光寿会ベタンク大会 選手―覧

壕    驚  。齋藤太佐雄・坂東  勲・林  憲治

・坂東 泰子

繭』‡ま顧壼警ブ  。開田 道雄・開田 紀子・開田 玉子

瑶し 鞭  A
北 贈  8

４
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
導
友
ク
ラ
ブ

優
勝
し
ま
し
た
。
今

の
栄
冠
は
ど
の
チ
ー

ム
の
上
に
輝
く
で
し
ょ

う
か
。

毎
週
の
水
曜

・
土
曜

の
午
後
１
時
半
か
ら
、

い
か
る
ぎ
館
で
練
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
選
手
の
皆
さ
ん
、

ひ
練
習
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

九
月
十
四
日
（金
曜
日
｝

光
寿
会
ペ
タ
ン
ク
大
会

十
月
二
十
九
日

（月
）
～
三
十
日

（火
）
　

、

秋
の

一
泊
旅
行

和
倉
温
泉
方
面
　
詳
網
は
検
討
中

・島  道成・島  照子・林

・林  甚松・林  義夫・林
公文黎  A
曇文鶴  難

光
寿
会
恒
例
の
ペ
タ

ン
ク
大
会
が
、
９
月
１

9月 行 ―
予 定

(8月 )31日 定例役員会

5日 健康管理・富山健康パーク

14日  光寿会ペタンク大会

21日 庄東小縄ない体験教室

光寿会会員のご協力をお願いし

す。午後1時頃まで体育館へお出

でください。

22日 般老連ペタンク大会

27.28日  市老連大会

作品展に八田誓治さん、齋藤富

美子さんの作品が出展されます。

28日  14時 50分から芸能発表で

般老連が出演します。会場は

文化会館です。

会員の皆様方のご来館をお待

しております。

藝鸞ビレ響予  ・八田  嵩・武部 幹夫・八田 誓治

|]1    糠  ・武部由美子・高畠 夏子・林  邦子

薔窯ク妻響   ・林 喜興志・八田 政夫・林  文子

準穏ク曇ン   ・林   紘・林  朋子・林  敏子

博
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